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OECDによる社会情動的スキルの定義

認知的スキル
（認知能⼒）

• 知識，思考，経験を獲得
する精神的能⼒

• 獲得した知識を基に解釈
し，考え，外挿する能⼒

社会情動的スキル
（非認知能⼒）

(a) 一貫した思考・感情・
⾏動のパターンに発現し，
(b) フォーマルまたはイン
フォーマルな学習体験に
よって発達させることが
でき，(c) 個人の一生を通
じて社会・経済的成果に
重要な影響を与える

目標の達成

• 忍耐⼒
• セルフ

コントロール
• 目標への情熱

他者との協働

• 社交性
• 敬意
• 思いやり

情動の制御

• 自尊心
• 楽観性
• 自信

基礎的認知能⼒

• パターン認識
• 処理速度
• 記憶

獲得された知識

• 呼び出す
• 抽出する
• 解釈する

外挿された知識

• 考える
• 推論する
• 概念化する



社会情動的スキル研究拠点
社会情動的スキルの発達的変化，学校教育における育成⽅法，将来の学⼒やウェルビーイング等への
効果について検証し，⼦どもの社会情動的発達を促すための⽅策について知⾒を得ることを目指す

社会情動的
スキル社会情動的スキルに対する

授業，学級経営，特別活動，
部活動などの効果の検証

学⼒や人間関係，精神的・
身体的健康，幸福感などに
対する社会情動的スキルの
影響の検証

情動の制御

目標の達成

他者との協働

・忍耐⼒
・自己抑制
・目標への情熱

・社交性
・敬意
・思いやり

・自尊心
・楽観性
・自信

社会情動的スキルの
発達的変化の検証



【学⼒と社会情動的スキルの関連】
 横浜市教育委員会との研究
 メタ認知や知的好奇心の高い児童生徒

ほど学⼒の成⻑が⼤きい

【学級経営の効果】
 小学生を対象とする調査
 学級目標の達成に向けて自律的に⾏動して

いる児童ほど学習意欲やグリットが高い

【教師やクラスメイトの支援の効果】
 小学生を対象とする調査
 自律性を促す⽀援が学⼒や動機づけ，

ウェルビーイングを高める

【特別活動の効果】
 小学生を対象とする縦断調査
 役割意識を持って運動会の準備・練習に

取り組むことで，ソーシャルスキルや
グリットが高まる

【部活動の効果】
 中学生を対象とする縦断調査
 部活動に自律的に取り組むことで，

学習にも自律的に取り組むようになる
 国⽴教育政策研究所との研究
 中学校での部活動経験が高校以降の

社会情動的スキルへの影響を検討

学級経営，授業，特別活動，部活動などの個別の効果にとどまらず，
統合的な効果の検証，包括的な⽀援⽅法の提案を目指す

進⾏中の研究と研究成果，今後の展望
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学⼒と社会情動的スキルの関係

注）横浜市学⼒・学習状況調査（2022〜2025年）のデータを用いて，2022年度に小6だった児童を対象に分析。
潜在クラス成⻑分析によって5つのクラス（グループ）に分類し，小6時の社会情動的スキルを比較。

社会情動的スキルの高い児童生徒ほど，その後の学⼒の成⻑が顕著
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